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■
１
｜
力
の
政
治
に
反
対
す
る
’
四
月
十
四
日
那
覇
市
を
出
発
し
た
金
城
文
英
・
沖
縄
県
被
団
協
会
長
を
迎
え
引
き
継
ぎ
集
会
が
開
か
れ
た
。
同
会
長
は
「
西
銘
県
知
事
は
行
政
は
行
政
の
立
場
で
対
処
す
る
」
と
し
て
署
名
を
拒
否
し
た
と
語
っ
た
・
目
的
は
①
基
本
懇
答
申
の
賛
同
署
名
②
二
千
万
署
名
③
被
爆
者
に
対
す
る
健
康
管
理
の
国
庫
負
担
・
被
爆
者
年
金
。
障
害
者
年
金
の
支
給
、
原
爆
死
没
者
の
遺
族
に
弔
慰
金
と
遺
族
年
金
の
支
給
④
国
会
に
被
爆
者
援
護
法
制
定
の
特
別
決
議
の
要
請
、
⑤
核
兵
器
廃
絶
の
世
論
狂
気
の
さ
た
と
し
か
思
え
な
い
よ
う
な
核
大
国
の
エ
ゴ
が
地
球
上
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
進
攻
で
あ
り
イ
ラ
ン
で
の
ア
メ
リ
カ
の
作
戦
な
ど
で
あ
る
。
核
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
の
力
の
政
策
に
は
、
ど
の
国
も
同
調
し
な
い
こ
と
が
、
地
球
を
存
続
さ
せ
る
道
に
つ
な
が
る
知
恵
だ
と
思
う
。
世
界
の
平
和
は
民
族
の
主
権
と
独
立
を
保
障
し
な
い
限
り
保
て
な
い
。
こ
の
真
理
は
お
互
い
に
従
属
国
を
作
ら
な
い
、
ま
た
、
仮
想
敵
国
を
作
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
我
々
の
生
活
の
中
で
も
仮
説
を
た
て
て
論
じ
合
う
場
面
を
多
く
見
か
け
る
。
仮
説
と
現
実
を
混
同
し
て
の
推
論
は
道
を
誤
ま
る
第
一
歩
で
あ
る
。
（
岡
村
）
◎
会
長
秋
月
先
生
は
昨
年
来
、
海
外
出
張
等
で
病
床
に
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
平
常
は
早
朝
起
床
で
院
長
業
務
を
続
け
ら
れ
、
午
後
よ
り
ベ
ッ
ド
で
静
養
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
順
な
天
候
が
先
生
の
身
心
に
も
微
妙
な
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
◎
小
佐
々
八
郎
氏
は
退
院
後
五
ヶ
月
目
自
宅
で
散
歩
を
し
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
に
努
力
さ
れ
、
今
や
言
語
障
害
は
殆
ん
ど
蕊長崎通信 １０ 被
爆
弱
年
援
護
法
即
時
制
定
全
国
行
脚
ｌ
長
崎
を
ス
タ
ー
ト
ー
美
装
美
装
美
装
茶
器
芙
装
鶚
溌
茶
器
鵲
茶
器
鵲
器
芙
鵲
鵲
茶
器
器
美
美
装
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美
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回
復
さ
れ
て
い
ま
す
。
◎
元
毎
日
長
崎
支
局
長
、
梅
田
之
氏
宅
に
は
、
故
福
田
須
磨
子
さ
ん
未
発
表
原
稿
約
二
○
枚
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
氏
は
詩
集
、
「
原
子
野
」
刊
行
に
尽
力
さ
れ
た
方
で
し
た
。
◎
鎌
田
定
夫
氏
は
、
原
普
協
、
武
居
洋
、
山
川
剛
氏
ら
と
共
に
六
月
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
軍
縮
教
育
会
議
に
出
発
さ
れ
ま
す
。
を
盛
り
あ
げ
る
。
な
ど
。
こ
の
「
行
脚
」
は
被
爆
問
題
市
民
団
体
懇
談
会
（
十
一
団
体
）
が
、
主
催
し
て
お
り
沖
縄
・
広
島
・
札
幌
三
地
区
か
ら
の
東
京
集
結
は
五
月
二
十
二
日
采
）
で
、
同
日
、
二
十
三
日
（
金
）
は
中
央
行
動
を
予
定
し
て
い
る
。
入
市
被
爆
の
釜
山
在
住
崔
さ
ん
は
５
月
１
日
来
日
、
２
日
日
赤
長
崎
原
爆
病
院
に
再
入
院
さ
れ
ま
し
た
。
崔
さ
ん
は
、
日
間
の
滞
在
で
精
密
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
チ
フ
レ
ー
ズ
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
ば
洋
歩
被
爆
者
の
心
に
、
終
戦
に
導
い
た
原
爆
被
害
の
傷
跡
は
深
く
残
っ
て
い
る
。
三
十
五
年
経
て
の
戦
後
処
理
と
も
言
え
る
厚
生
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
、
原
爆
被
害
者
対
策
基
本
問
題
懇
談
会
（
基
本
懇
）
座
長
茅
誠
司
・
東
大
名
誉
教
授
ら
委
員
六
名
の
来
崎
に
よ
り
四
月
十
一
日
、
被
爆
者
代
表
十
一
氏
に
よ
る
意
見
陳
述
が
行
わ
れ
た
。
発
言
順
に
江
頭
千
代
子
。
田
崎
英
治
・
上
戸
庄
一
・
熊
沢
運
広
・
小
佐
々
八
郎
・
谷
口
稜
曄
・
開
彰
人
。
平
瀬
七
子
・
松
尾
恒
春
。
渡
辺
千
恵
子
各
氏
の
順
で
各
自
十
分
間
の
持
時
間
で
、
七
分
間
が
意
見
陳
述
、
三
分
間
が
質
疑
応
答
に
当
て
ら
れ
た
。
委
員
側
の
発
言
は
殆
ん
ど
な
く
、
余
っ
た
わ
ず
か
な
時
間
で
、
小
佐
々
・
江
頭
・
渡
辺
三
氏
が
補
足
発
言
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
陳
述
人
の
ひ
と
り
渡
辺
千
恵
子
さ
ん
言
葉
の
上
で
、
も
は
や
戦
後
は
終
わ
っ
た
と
は
か
つ
て
経
済
白
書
の
キ
ャ
ッ
●●’
毎
政
治
段
階
で
生
か
さ
れ
る
か
一
一
Ｉ
基
本
懇
答
申
Ｉ
0
’
豊
永
孝
春
。
山
下
喜
代
子
。
伊
達
木
和
子
・
東
海
敬
。
平
野
加
代
子
。
橋
口
高
明
）
三
百
円
（
中
村
幸
治
。
近
藤
勝
信
歴
史
の
皮
肉
と
は
？
☆
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
サ
ル
ト
ル
の
死
は
、
彼
が
来
崎
し
た
十
四
年
前
の
新
聞
談
話
を
想
い
出
さ
せ
た
。
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
こ
の
地
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る
と
は
歴
史
の
何
た
る
皮
肉
よ
」
と
い
っ
た
主
旨
で
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
史
を
ふ
ま
え
た
発
言
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
在
京
の
こ
ろ
、
知
人
は
サ
ル
ト
ル
の
著
書
は
キ
リ
ス
ト
教
で
は
禁
書
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
語
・
富
貴
子
）
一
万
円
（
豊
後
則
章
・
レ
イ
子
）
三
千
円
（
森
田
増
右
ヱ
門
・
久
松
圭
子
）
二
千
円
（
西
河
タ
ヶ
ノ
。
小
林
マ
サ
子
。
柳
生
淳
子
・
浜
田
正
隆
・
初
枝
）
七
千
円
（
細
田
喜
輔
）
五
百
円
（
和
田
英
夫
）
カ
ン
パ
。
寄
付
金
有
難
う
ご
さ
い
ま
し
た
。
釦
・
３
・
妬
４
和
（
敬
称
略
）
二
百
円
（
藤
原
敬
明
・
近
藤
萬
造
・
ミ
サ
ヲ
・
程
島
立
子
・
田
中
直
。
柴
田
勝
己
・
山
田
静
夫
・
林
田
守
・
松
本
幸
子
・
今
道
由
伊
子
・
小
林
マ
サ
子
・
種
口
達
枝
・
田
中
俊
子
・
山
田
敬
子
・
新
井
寿
子
・
松
本
久
美
子
・
憲
和
・
芳
田
勝
郎
。
岩
瀬
浄
。
川
里
紗
恵
子
。
太
田
義
一
・
福
田
稔
・
松
森
宏
。
草
野
葉
子
に
よ
る
と
江
頭
さ
ん
は
、
城
山
小
学
校
の
児
童
・
教
職
員
の
惨
状
を
生
々
し
く
涙
な
が
ら
に
訴
え
ら
れ
た
が
、
各
委
員
は
発
言
す
る
江
頭
さ
ん
を
正
視
し
得
な
か
っ
た
と
い
う
。
各
委
員
と
も
意
見
陳
述
に
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
、
特
に
大
河
内
一
男
氏
（
社
会
保
障
）
は
被
爆
者
に
対
す
る
国
の
対
応
は
、
国
家
補
償
で
あ
り
、
社
会
保
障
と
異
な
る
こ
と
を
答
申
す
る
と
の
意
志
表
示
が
さ
れ
た
。
渡
辺
さ
ん
は
、
会
場
に
早
め
に
入
場
し
た
私
た
ち
に
報
道
陣
の
取
材
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
地
元
新
聞
の
記
事
通
り
県
職
員
が
、
委
員
や
厚
生
省
側
を
配
慮
し
て
か
報
道
規
制
や
時
間
厳
守
に
終
始
し
た
と
い
う
。
長
崎
新
聞
↑
梅
原
記
者
は
、
同
紙
「
記
者
の
目
」
欄
で
本
末
転
倒
の
被
爆
者
行
政
と
題
し
、
「
・
・
基
本
懇
委
員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
に
し
て
も
、
涙
な
が
ら
に
訴
え
る
被
爆
者
一
人
一
人
に
「
残
り
あ
と
三
分
」
の
メ
モ
を
差
し
出
●●
’っ
て
い
た
。
中
村
義
明
氏
広
島
へ
帰
郷
後
、
小
生
が
事
務
局
詰
め
と
な
っ
た
。
私
事
な
が
ら
、
一
九
四
五
年
、
八
月
六
日
、
国
民
学
校
一
年
の
私
は
、
広
島
の
江
田
島
（
海
兵
構
内
）
で
セ
ミ
取
り
に
外
出
し
た
途
端
、
頭
上
低
く
飛
ぶ
Ｂ
羽
を
目
撃
し
た
。高
射
砲
の
砲
撃
も
下
方
で
黒
煙
ば
か
り
、
た
ち
ま
ち
古
鷹
山
上
空
よ
り
広
島
珪
醒
鐙
罎
加
塞
勢
睡
唯
趣
廸
鐸
賊
輌
虹
き
飛
ば
さ
れ
た
記
憶
が
鮮
明
で
あ
る
。
広
島
原
爆
戦
災
誌
第
４
巻
Ｐ
８
２
６
の
同
島
目
撃
者
な
し
の
記
述
が
正
鵠
を
得
て
な
い
旨
の
証
言
を
長
崎
よ
り
す
る
次
第
で
あ
る
。
広
島
は
政
令
指
定
都
市
と
な
り
、
長
崎
は
む
か
し
の
夢
よ
再
び
と
中
国
と
の
友
好
を
深
め
て
い
る
。
だ
が
被
爆
者
の
身
心
に
刻
ま
れ
た
悲
惨
な
体
験
が
癒
さ
れ
る
の
は
い
つ
か
、
の
ど
も
と
過
ぎ
て
も
熱
さ
を
忘
れ
ぬ
被
爆
者
が
大
勢
い
る
の
に
、
日
本
青
年
会
議
所
の
防
衛
意
識
調
査
に
よ
る
と
（
調
査
対
象
五
万
二
千
余
名
）
①
い
つ
か
核
武
装
す
べ
き
だ
②
近
い
将
来
す
べ
き
だ
③
い
ま
す
ぐ
す
べ
き
だ
の
合
計
で
約
五
四
％
が
核
武
装
肯
定
の
立
場
だ
と
い
う
。
平
和
を
守
る
た
め
に
戦
闘
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
し
た
ら
こ
れ
も
ま
た
歴
史
の
皮
肉
で
あ
一
ｚ
句
ｏ
（
川
嶋
生
）
－
し
あ
る
発
言
者
は
「
時
間
で
す
」
と
二
度
も
注
意
さ
れ
、
残
り
少
し
を
途
中
で
や
め
て
し
ま
っ
た
。
と
い
う
に
至
っ
て
は
、
被
爆
者
の
心
情
を
思
う
と
き
首
を
一
か
し
げ
た
く
な
る
。
報
道
陣
に
対
す
る
取
材
規
制
で
も
、
厚
生
省
へ
の
「
忠
誠
ぶ
り
」
が
目
に
つ
き
被
爆
者
の
場
だ
け
で
な
く
、
原
爆
病
院
や
国
際
文
化
会
館
の
視
察
な
ど
、
基
本
懇
委
員
が
「
記
者
・
カ
メ
ラ
マ
ン
の
同
席
で
も
構
い
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
の
に
（
県
側
は
）
「
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
」
と
く
る
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
。
被
爆
者
の
な
か
に
は
「
な
に
か
目
に
見
え
な
い
カ
ベ
を
感
じ
た
」
と
い
う
人
が
い
た
。
取
材
に
当
た
っ
た
報
道
陣
の
間
で
も
、
い
ち
ず
に
厚
生
省
の
顔
色
を
う
か
が
う
県
原
対
課
な
ど
の
姿
勢
に
本
末
転
倒
の
被
爆
者
行
政
を
感
じ
た
記
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
と
記
し
て
い
る
。
小
佐
々
八
郎
さ
ん
、
渡
辺
千
恵
子
さ
ん
は
共
に
、
被
爆
犠
牲
者
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
投
下
さ
れ
た
原
爆
は
、
早
期
に
終
戦
を
迎
え
る
た
め
の
人
柱
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
核
廃
絶
を
訴
え
る
叫
び
と
、
国
家
補
償
を
求
め
る
叫
び
は
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
に
と
っ
て
、
共
通
の
声
で
す
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
答
申
は
六
月
末
頃
に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
。
（
文
責
・
事
務
局
）
1
I
1
’
一ー一－一一一一一三＝＝＝一一ーー
一一ー一一一一.__--－一一一一＝

